
３つの「もし」

　この３つの「もし」が重ならなかったら、介護保険は、今より、ずっと後退した姿になっていたか

もしれません。「介護保険そのものが誕生していなかった可能性もある」という人さえいるのです。

　敬老の日を前にした 1982 年 9 月 10 日、東京・新宿区民センターに 600 人を超える女性が全国か

ら駆けつけました。会場のいすが足りず、ゴザを敷いて座るという熱気です。

　主婦、学者、弁護士、市民運動家、ジャーナリスト、国会議員……、30 代から 70 代、有名、無名、

実に多彩。熱心な自民党支持者から革新政党幹部まで、超党派というのも画期的でした。

　女性たちを結びつけたのは、厚生白書の「同居は福祉の含み資産」という提言への戸惑いと怒りで

した。呼びかけ人 63 人のカナメ、樋口恵子さんは、当時、中央社会福祉審議会の委員で老人問題の

部会に属していました。そこで、折に触れて力説しました。

　「家族の看病のための退職は、女性が９割です。早い退職は女性の無年金、低年金、資産形成力の不

足を招きます」

　「独り暮らし老人の４分の３は女性。家族介護のはてに、長い老いを貧しく生きる女性。高齢化問題

は女性問題でもあるのです」

　けれど、樋口さん以外の委員はすべて男性。

「また、始まった」といううんざりした顔がかえってくるだけで、訴えても、訴えても、中心テーマに

なることはありませんでした。

　全国に広がりつつあった「模範嫁表彰」「孝行嫁さん顕彰条例」も危機意識に拍車をかけました。

１枚の紙切れでことをすませようとするなんて！

　第一回女性による老人問題シンポジウム「女の自立と老い」（写真）に集まった女性たちは、こうし

た思いを共有していたのです。

　83 年３月には、「高齢化社会をよくする女性の会」が

誕生しました。「永続的な組織を」という声にこたえた

もので、個人会員 500 人、グループ会員 13 で発足し

たのですが、８年後には北海道から沖縄まで個人会員

827 人、グループ会員 72 にふくれあがりました。500

人を超える大グループも生まれました。

　「見える政治」「開かれた行政」をつくりあげていく

活動のさきがけでした。2004 月９月 11 日には、1800

人が入場できる新宿文化センターで第 23 回全国大会が

開かれました。

樋口恵子さん登場

■もし、朝日新聞に「人を見る目」があったら

■ 女子東大生、柴田恵子さんのお見合いが、もし、不調に終わっていたら

■ もし、1978 年の厚生白書が
     「同居は、我が国の福祉における含み資産」と書かなかったら
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　同じ建物の中の 300 人の会議室から 1800 人の大ホールへ。

このような支持を得た秘密を探って、４つの「秘密」を見つ

けました。（略）

　第４は、「大江戸歳末名物・おんなの討ち入りシンポ」（写真）

に象徴される遊びとユーモア精神です。なだいなだ、永六輔

など男性陣も馳せ参じます。替え歌も人気の定番です。たと

えば、都はるみの「北の宿から」はこうなります。

あなた負担はいやですか～

日ごと手足が弱ります～

来てはもらえぬヘルパーを～

おむつ濡らして待ってます～

公的介護はまぼろしでしょうか～

介護、恋しい、日本の老い～

　「涙こらえて」を「おむつ濡らして」にしてしまうのが凄いところです。

　「それより凄いのは、保険料負担に抵抗を感じる女性たちの気持ちを変えたところです。樋口恵子さ

んがいなかったら、いまの介護保険はなかったかもしれません」と政策策定にかかわった山崎史郎さ

んはいいます。 

言葉の魔術師「樋口恵子」誕生の秘密は
 　そんな世直し達人樋口恵子さん誕生のきっかけをつくったのは、「人を見る目がなかった」朝日新聞、

というのが私の説です。（略）

　90 年代、介護保険の制度策定に参画してからの樋口さんと「女性の会」の活躍については後の回に

譲り、ここでは、第３話に登場したデンマークのエーバルト・クローさんをご紹介します。

　クローさんは、長時間介助を必要とする人のために「ヘルパーを自分自身で選び雇用する。費用は

公費で保障する」という “ 究極の自立支援法 ” の法律化を実現した人物です。その秘訣をクローさんか

ら聞き出して、「世直し７原則」をつくりました。

　海を隔て、出会ったことのないクローさんと樋口さん、驚くほど似ているとお思いになりませんか？

（「物語・介護保険～いのちの尊厳のための 70 のドラマ・上巻・第 5 話「ヨメ」たちの反乱」より）

 

■グチや泣き言では世の中は変えられない

■ 従来の発想を創造的にひっくり返す

■ 説得力あるデータにもとづいた提言を

■ 市町村の競争心をあおる

■ メディア、行政、政治家に仲間をつくる

■ 名をすてて実をとる

■ 提言はユーモアにつつんで
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　喋る介護保険、歩く介護保険、介護保険の鉄人、介護保険の伝道師、ミスター介護保険、介護保険

の幻の父、逐電した父、跡を継いだ父、家出した長兄、養子に行った次兄、介護保険の猛母、慈母、

モナリザ……。

　介護保険の成立にかかわった人々に与えられた " 称号 " の一部です。

　命名者は、厚生労働省元老健局長の堤修三さん。堤さん自身は老健局を去るとき、「介護保険の哲人」

という称号を贈られています。

「薬漬け」を退治しようとしたら「粗診粗療」に
　“ ミスター介護保険 ” と後に呼ばれることになる山崎史郎さんに初めて会ったのは、1993 年のこと

でした。講演のため北海道を訪ねた私の目の前に、分厚い説明資料を抱えた山崎さんが突然、現れた

のです。北海道庁の成人保健課長。厚生省から出向中でした。

　山崎さんには、老人保健課課長補佐のときの苦い思いがありました。

　当時は老人病院全盛の時代でした。

「ヨメ」と呼ばれる人々の無給労働を前提とした「日本型福祉政策」が 1979 年に打ち出されて福祉予

算が切りつめられ、家族は疲れ果てていました。それを目当てに、終生お預かり型の “ 病院もどき ” が、

地価の安い郊外に、にょきにょきと建てられていったのです。 

　日本の医療保険報酬は、薬を使えば使うほど収入があがる出来高払い制度をとっていました。

そこで、志の低い経営者は「薬漬け」という手法を編み出しました。口からちゃんと食べられるお年

寄りにまで点滴をする、といった方式です。

　医療費は上昇し、日本独特の ｢寝たきり老人｣ が大量製造されました。

　なんとかしなければ、と当時の老人保健課長、伊藤雅治さんたちは考えました。そして、薬の量を

増やしても収入が増えない「包括払い」を取り入れました。不必要な点滴が減って、お年寄りの顔色

はメキメキよくなってゆきました。

　経営第一の病院は、この制度でも、収入を増す手法を考えだしました。必要な治療やリハビリを手

抜きする「粗診粗療」の横行です。 

　山崎さんは米国生まれのＭＤＳ／ＲＡＰＳというケア評価の道具を使ってこの状況を打開できな

いかと考えました。仲間と手分けして土日返上で翻訳し、北海道の老人病院に入院中のお年寄り

１０００人にこれを試してみました。私が北海道を訪ねた時は、その成果が出始めたころだったのです。

「難しいことを、楽しそうに」
　このような仕事ぶりを注目していた人がいました。事務次官の古川貞二郎さんです。

　古川さんは次官を退官後、官僚機構の頂点、内閣官房副長官に就任。８年７か月という史上最長の

在任期間中に、村山、橋本、小渕、森、小泉、５代の首相を支えることになった大物次官です。枕元

山崎史郎さん、大森彌さん、堤修三さん
＋フロアの伊藤雅治さん、和田勝さん、

渡邉芳樹さん登場
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にもメモをおいて、５、６年後

の政策を担う人事のブランを練

るという深謀遠慮の人。山崎さ

んを､「難しいことを、楽しそ

うにやってしまう人物」と評価

していました。

　そのころ古川さんは、政策の

重点を介護の充実に向けなけな

ければならないと考えていまし

た。同時に、財源を租税に頼る

ことの限界を感じていました。税財源は大蔵省がにぎっていて思うように増やせません。国民福祉税

騒動で、税財源を膨らませることが至難のワザであることもはっきりしました。

　そのような限られた税財源の制約の下で介護の財源を確保しようとすれば、他の福祉サービスを食っ

てしまうことにつながります。そうはいっても、医療保険や年金保険のような社会保険方式への政策

転換には、大蔵省はもちろん、省内からも反発が予想されました。 

　古川さんには多くの「語録」があるのですが、その中に「やるか、やらないか迷うときは『やる方』

をとり、どちらか迷うときは、『やりたくないなあ』と思う方を選ぶ」というのがあります。この問題

でも困難な道が選ばれました。

　古川本部長のもと、初代事務局長は、第 17 話に登場した阿部正俊審議官（後に、参議院議員）。阿

部さんが老人保健福祉局長になってからは、“ 根回しの名人 ”、和田勝審議官が事務局長に任命されま

した。そして専従スタッフのトップ、事務局次長として、山崎史郎さんが北海道から呼び戻されたの

でした。 

　「苦労をかけることになると思う。いろんな人が君を蹴飛ばしにくるかもしれない。渡邉芳樹くんを

兼務で助っ人につけよう」と古川次官から言われました、と山崎さんは回想します。

　その渡辺さんは、スウェーデン大使館勤務の経験があって、この分野に明るく、八方目配りができ

る人物でした。 

　こうして、いよいよ、高齢者介護対策本部が誕生することになり、記者クラブに説明している 94 年

４月８日、細川首相が、またまた、突然の記者会見をしていました。

　「寝たいってことですよ。休みたいってこと」。

　こんどは、辞意表明でした。

市町村は、最初の政府
　山崎史郎さんの最初の仕事は、７月に立ち上げる高齢者介護・自立支援システム検討会の座長役を

口説くことでした。

　白羽の矢をたてたのは、「市町村は最初の政府」と唱えていた、行政学が専門の東大教授、大森彌（わ

たる）さんです。  

　図をご覧ください。北欧、ドイツ、日本の介護保障の特徴を２つの軸で私流に分類してみたもので、

円の面積は財源の大きさを表しています。

　Ｘ軸は財源が社会保険か租税かを表しています。

現　　職
事務局長 　和田　　勝 国際医療福祉大学大学院教授
事務局次長 　山崎　史郎 厚生労働省老健局総務課長

☆渡邉　芳樹 厚生労働省年金局長
次長補佐 　増田　雅暢 内閣府少子・高齢化対策担当参事官

　伊原　和人 厚生労働省企画官（障害保健福祉部併任）
☆香取　照幸 厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課長
　泉　　潤一 大阪府健康福祉部高齢介護室介護支援課長

主査 　野村　知司 厚生労働省精神保健福祉課課長補佐
事務局員 　渡辺　幹司 岡山市保健福祉局福祉部長

☆は併任

　  1994 年 7 月時点の高齢者介護対策本部事務局の陣容と現職
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　ドイツは全額社会保険料、日本の措置制度と北欧

は全額租税。日本の介護保険は、税と社会保険料を

あわせた折衷型制度です。

　Ｙ軸は、中央集権的運営か市町村主権か、です。

　北欧の介護保障は、租税といっても市町村税です

から、市町村が主役です。日本の措置制度は、細か

いところまで中央で決める中央集権です。

　「税方式」と名前はおなじでも、中央で万事、細

かく決めてしまうか、市町村の事情、必要度によっ

て住民の意向を確かめながら集めて使うかで、結果

はまったく違うことになります。ドイツは州が主役。

　日本の介護保険を設計した若手官僚たちは市町村

を主役にする北欧型を目指していました。

　「介護保険」という名称から、ドイツの介護保険を

手本にしたと誤解する人が多いのですが、事務局には「ドイツを手本に」と考えている人は、いませ

んでした。

　介護サービスのメニューも、市町村を事業の主役にすえることも、デンマークやスウェーデンなど

北欧がモデルでした。ただし、費用調達の方式としては、北欧流の市町村税方式は日本の歴史的背景

にはなじまず、実現も難しいという判断から、医療保険のように税金と社会保険料をあわせた日本型

の財源を本命にすえたのでした。

大森彌教授のつらい体験
 　大森さんは当時を鮮明に覚えていました。

「山崎さんが訪ねてきたとき、私は、開口一番、厚生省は本気で措置制度を廃止する決心をしているの

ですかと尋ねました。すると『かならず廃止します』という。次に、専従を置くのですかと尋ねました。

『置きます』という。背水の陣だな、と思いました」 

　大森さんが措置制度の廃止を強く主張したのには、学問的理由の他に、もうひとつの背景がありま

した。

　“ 生まれながらの大学教授 ” といった風貌からは想像できまませんが、大森さんは幼くして父を失い、

町工場で働きながら夜学で高校を卒業した経験の持ち主です。バーテン、道路作業員、くず鉄業、あ

らゆるアルバイトを経験しました。生活保護を受けていることが、小学校の担任教師の口から、級友

に知られてしまい、惨めな思いもしました。

　人間の誇りを傷つける「措置」という制度の宿命を、身をもって体験していたのでした。

（物語・介護保険・上巻・第 20 話「高齢者介護対策本部誕生」より）

保険それとも税金？
介護保険・措置制度・北欧・ドイツ、どこが違う？

租税社会保険料

市
町
村
主
権

中
央
集
権

ドイツ型
介護保険

日本型
介護保険

北欧型
介護保障

措
置
型
福
祉
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　下巻から手にとった方のために、これまでの「物語」を駆け足で振り返ってみることにします。

まず、表をごらんください。

　「介護」と名のついた日本初の公的な検討会が厚生省に誕生したのは、１９８９年のことでした。

介護対策検討会です。それは、当時の事務次官、吉原健二さんの苦い思いが出発点でした。吉原

さんは、老人保健法制定を振り返る座談会で述べています。

「老人ばかりを、ただ入れただけで、過剰な注射や検査をして、やたらに儲けている病院ができて

しまった。こういうものをなくさなければ」と。

　老人保健制度から、日本独特の鬼っ子、老人病院というシロモノが生まれてしまったのです。

吉原さんは、この法律制定の中心にいたのでした。

　介護対策検討会は、「老人病院も介護地獄もない国・デンマーク」の福祉サービスをモデルに、「ど

こでも、いつでも、的確で質の

良い 24 時間安心できるサービ

スを、気軽に受けられる体制」

を「住民に身近な市町村を中心

に展開すべきである」と提案し

ました。

　財源については「公費、社会

保 険 料、『 双 方 の 組 み 合 わ せ 』

のいずれにするか、検討をすす

め、国民の合意形成につとめる

べきである」と結論づけました。

　 そ の 10 年 前 の 1979 年、 自

民党は、家族による介護を礼賛

する「日本型福祉政策」を打ち

出していました。「北欧やイギ

リスの福祉は、人間を怠け者に

し、経済をダメにする」という

考 え に と り つ か れ て い た の で

す。検討会の報告は、この自民

党の政策に真っ向から逆らった

ものでした。

この介護対策検討会の提案が、

自民党政権の救世主となるので

すから、歴史は皮肉です。

　介護対策検討会発足の 16 日

介護保険草創期と与党福祉プロジェクトチーム
1989.12　介護対策検討会報告（第 9 話）

　　  12　ゴールドプラン策定（第 10 話）

1993.11　厚生省に省内プロジェクト（第 18 話）

1994.  2     細川首相国民福祉税構想を発表、撤回（第 19 話）

            4     厚生省に高齢者介護対策本部を設置（第 20 話）

            4     羽田内閣が少数与党政権として発足（第 19 話）

　 　   5    村山内閣が発足。井出正一厚生大臣（第 37 話）

            9    社会保障制度審議会小委が公的介護保険を勧告（第 30 話）

            9    与党福祉プロジェクト第一回顔合わせ

          12    高齢者介護・自立支援研究会報告（第 21-23 話）

          12　新ゴールドプラン策定

1995.  2    老人保健福祉審議会が高齢者介護について審議開始（第 37 話）

            6　与党福祉プロジェクト中間とりまとめ（第 37 話）

            8     第２次村山内閣が発足。森井忠良厚生大臣（第 38 話）

            8　老人保健福祉審議会が中間報告

          12    与党福祉プロジェクト第 2 次中間とりまとめ（第 37 話）

          12　障害者プラン（ノーマライゼーション７カ年戦略）策定

1986.  1    第１次橋本内閣が発足。菅直人厚生大臣

            2　老人保健福祉審議会が第 2 次報告

            4　老人保健福祉審議会が最終報告

            4　与党福祉プロジェクト厚生省に試案作成を要請（第 49 話）

            5   厚生省が老人保健福祉審議会に「介護保険制度試案」を提出（第 50 話）

衛藤晟一さん、五島正規さん登場
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後に起きた政治史上の大事件がきっかけでした。

　自民党が、結党以来初めて、参院選で過半数を割ったのです。消費税をもちだしたのが敗因で

した。首相も大蔵大臣も交代！

　大蔵大臣に着任した、元厚生大臣の橋本龍太郎さんのリードで、「ゴールドプラン」が、消費税

の大義名分として誕生しました。それは、介護対策検討会での論議を下敷きにしたものでした。

　ところが、厚生省は、その後、介護財源としての税方式に見切りをつけることになります。きっ

かけは、94 年２月、細川首相が国民福祉税構想を発表したことにあります。わずか 34 時間で撤

回せざるをえない一部始終を見て、厚生省幹部は、社会保険方式に舵を切りました。94 年４月、

高齢者介護対策本部を設置。７月には、高齢者介護・自立支援システム研究会（略称、システム研）

を立ち上げる準備を進めました。

　厚生省の当初の筋書きは、95 年のうちに老健審報告、96 年 1 月からの通常国会に法案を提出、

97 年に施行、という段取りでした。

　そこに「まさか」という事態が、なんと、２つも持ち上がりました。

　まず、システム研究会の発足を目前にした 5 月、社会党委員長の村山富市さんを首相に迎えた

「自・社・さ政権」が誕生しました。

　自民単独政権の下での法案提出のシキタリが土台からひっくりかえったのです。

　介護保険の成立を願う厚生省の面々は、社会保障制度審議会（制度審）の将来像委員会に望み

を託しました。制度審は、隅谷三喜男さんを会長にいただき、珍しく役所の操縦がきかない格式

ある審議会です。それだけに、影響力が強かったのです。（第 30 話）

　勧告そのものは９月にずれ込みましたが、６月には新聞が特ダネとして大きく報じました。介

護保険制度への社会の関心は高まってゆきました。

　７月、システム研究会が発足。12 月には北欧を手本にした介護サービスシステムを骨組みにし、

ドイツとそっくりな「介護保険」という名前をつけた財源方式を提案しました。

　ここで、もう１つの番狂わせが起こりました。

　翌 95 年２月に開いた老健審の委員が、メンツをつぶされた、とヘソを曲げてしまったのです。

「システム研報告は審議会無視の越権行為だ」というのです。

　委員の間の意見の対立は日を追うごとに深刻になってゆきました。

　保険料負担と徴収方法、事業主負担の是非、保険者、被保険者の範囲、現金給付の是非をめぐっ

て、市長会、町村会、健保連、国保中央会、日経連、連合、自治労、有識者の意見が食い違うのです。

救いの神、与党福祉プロジェクト
　当時渦中にいた " 介護保険の鉄人 "、香取照幸さんは述懐します。

　「介護保険の創設っていうのは、トータルなシステムリフォームです。措置から契約へ、国から

市町村へ、介護報酬のあり方、ケアマネージメントの創設、財源構成の変更、これに医療保険も

からんでくる。それをいっぺんにトータルにつくりあげなければならない。それはそれは大変な

ことで、審議会は星雲状態でした」

　95 年８月に「中間報告」、96 年２月に「第２次報告」。

　ただし、制度の骨格部分についての意見の溝は深まるばかりでした。

　市町村を保険者にする意見が多数を占めたものの、肝心の市町村の委員は「国営」を主張しま
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ことしもまた、新たな縁を結ぶ会'10

した。保険料負担については、日経連の委員が事業主負担の義務付けに納得しません。

　被保険者の範囲も意見が分かれたまま。家族介護を評価する介護手当についても激論が闘わさ

れました。96 年４月の最終報告では、両論併記や多論併記で、なにがなにやら分からないグジャ

グジャ報告になってしまいました。

　このピンチを救ったのが、なんと、与党福祉プロジェクトチームでした。

　村山連立政権で、連立与党の間の政策調整役に位置付けられた５つの組織の１つです。

　９月、高齢者介護問題について議論を始め、95 年６月には「高齢者介護問題に関する中間まと

め」、12 月には「第２次中間まとめ」。老健審内の意見が対立が激しくなった 96 年１月ごろからは、

強いリーダシップを発揮するようになりました。

　96 年の「介護保険制度の試案作成に当たっての基本的視点」もその１つで、その後の議論をリー

ドしていくことになりました。

　プロジェクトチームは、自民３人、社会２人、さきがけ１人を基準に構成され、座長は２カ月

づつの持ち回りでした。衛藤晟一（自民党）、五島正規（社会党）、荒井聡（新党さきがけ）の３

座長です。

そこに生まれた、党派も信条を超えた不思議な友情、戦略については、のちの「物語」で。

（物語・介護保険下巻・下巻　第 37 話「２つの「まさか」が……」より） 

自社さ連立政権

自自公連立政権

自自連立政権

法成立 法案提出

NAIS

元厚相

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
テ
ル
決
起
集
会

亀井派 盟友
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　介護保険制度の草創期にかかわった人たちが、宝物のように大切にしている冊子があります。

「歴史の変革期に稀に現れる幸福な瞬間」というエレガントなタイトルの命名者は、堤修三さん。介護

保険制度と切っても切れない長いつきあいの持ち主です。98 年１月、大臣官房審議官・兼・介護保険

制度実施推進本部事務局長に着任、老健局長などをへて、2004 年に厚生労働省を去りました。そのと

き、堤さんを敬愛する人々がつくったのがこの冊子です。

　冒頭に、堤さんは、こう書いています。

「多くの場合、現実は、既成秩序の柵で身動きがとれず、矛盾に満ちており、利害が錯綜し、皆がバラ

バラで互いに信頼しあえず、こうすればよいと分かっていても簡単には実現できないものですが、歴

史の変革期には、その裂け目のような一瞬に、皆の心が一致し、皆が互いに信頼しあい、新しい理想

に向かって、協力して進んでいくという奇跡のようなときが現れることがあるものです」

　「介護保険の創設実施とは、わたしには、日本の社会保険の歴史において、否、戦後における国と市

町村・都道府県との関係において、地方と国の職員を中心とする関係者が互いに信頼しあい、共通の

目標に向かって協働することのできた初めてのプロジェクトであり、関係したすべての人々にとって

至福の瞬間だったように思えるのです」

長時間労働と激務に耐えた「弁当持ち」
　この「至福」を味わった「弁当持ち」とよばれる一群の人々がいました。

弁当持ち仲間から「隊長」と呼ばれている横浜市の介護保険課長、松本均さんによると、定義はこうです。

「自治体から厚生省の介護保険制度実施準備室に出稼ぎにいっている職員のこと。体験したことのない

長時間労働と激務に耐えている。給料は出身自治体から支払われているため、このように呼ばれてい

る。別名、『研修生』ともいわれているが、実際の業務は研修などといった爽やかなものではない」「福

祉に通じているか、または、システムに明るい係長クラスを３人ほしいと、たしか香取照幸さんから

声がかかって、私が３人の１人になりました。97 年４月１日の着任初日から徹夜でした」

　図は、97 年当時の準備室の見取り図です。

　①は、法令系と呼ばれる人たちで、キャップは「歩く介護保険」神田裕二さんです。歩きまわるわ

けではなく、「ウォーキング・ディクショナリー」の名にふさわしい知識と緻密さから、堤さんが命名

したのだそうです。

　その向かいは、第 43 話の「ここから生きて出よう」、第 46 話の「タコ部屋の花婿」に登場した朝

川知昭さんと竹林経治さん、法文書きで格闘の毎日です。

②は医系技官、③は福祉系の専門職。

④が初代弁当持ちグループです。制度がスタートしたときに問題がおきそうな中核都市が選ばれまし

た。

⑤は介護保険料を天引き方式で成功させるための社会保険庁からの助っ人です。

堤修三さん　　　
＋フロアの松本均さん、神田裕二さん、唐澤剛さん、
高井康行さん、朝川知昭さん、石黒秀喜さん登場
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ことしもまた、新たな縁を結ぶ会'10

それぞれのキャップ、今中敏和、藤崎誠一、三浦公嗣、神田裕二の４課長補佐は、堤さんから「四天王」

の称号が贈られました。

「医療保険の轍を踏まないために」
　いま、医療の世界は、電算化、オンライン化で揉めています。

「パソコンに弱い中高年の開業医を廃業させるのか」と声明を出すやら、訴訟をおこすやら、大騒動です。

一方、介護保険の方は、「パソコンに弱い」といわれている女性たちが多い職場なのに、粛々と進んで

います。背景の１つは、「医療保険の二の舞を、繰り返してはならない」とシステム係の面々ががんばっ

たからでした。（略）

「知恵袋」の隠れボランティアの
深謀遠慮
　弁当もちの人々に慕われていたのが、藤崎さ

んの後任、「準備室の知恵袋」、石黒秀喜さんで

す。

　自身の人生や性格を全面情報公開し、「上手

に老いるための自己点検ノート」（筒井書房）

をまとめました。

　認知症になったとき、ツボを押さえたケアを

受けるために、あらかじめ、自身の人生、性格

を書き込んでおくという世界にも例がない試

みとして、いま、爆発的に評価されています。

　介護保険にかかわった 40 代の欄にはこう書

かれています。

「相変わらず残業の日々。老後の時間をお金を

かけずにすごす練習をするため、日曜日の午前

中に近くの特養ホームに行き、ごみの片づけや

おしぼりづくりなどを手伝う」

これは、どうやら、石黒さん独特の照れ隠し

のようです。「アルチュー・ハイマー」を自称

してワルぶったりする石黒さんですが、実は、

生真面目に自省する人です。

「税金で生計をたてさせていただいた者として、その見返りを納税者に還元しているだろうか」「福祉

現場を霞が関からではなく、ありのままにみておかなくては」。

毎週の特養ホーム通いは、そんな石黒さんが、密かに福祉現場で情報収集するための深謀遠慮の作戦

だったようです。

（物語・介護保険下巻・第 60 話　歴史の変革期に稀に現れる幸福な瞬間（とき）より）

老人保健福祉局介護保険制度準備室
1997 年 8 月
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